
平成27年度年報発刊にあたって

ここに、京都府保健環境研究所年報第61号（2015年）をお届けすることができました。本年報は、2015年

に当研究所の各研究員が行った調査研究の成果が報告されています。人類と果てしない戦いを続ける感染

症関係、科学の進歩とともに新たな課題が浮き彫りにされる食の安全や環境関係、快楽を求めるがゆえに

人類に害を与える結果をもたらすことにもなる薬物関係などの調査研究が、いくつかは新たな調査研究結

果として、そしていくつかはこれまでに蓄積された調査研究結果とともに報告されています。これらの調

査研究報告が、皆様の業務の一助になれば幸いです。

本年報に報告されている調査研究が行われていた2015年には、韓国でのMERS（Middle East 

Respiratory Syndrome）や南アメリカでのジカ熱の流行が取りざたされ、前年のデング熱の国内発生の件

も踏まえて、蚊媒介感染症対策が再認識されることにもなりました。また大手ファーストフードチェーン

店での異物混入事件や、地球環境の面では極端なエルニーニョ現象の発生や世界の平均気温が最高値を示

すなどの事象がありましたが、日本国民に多大な被害をもたらさなかったのは幸いなことでした。このよ

うな平穏な生活が続いていくことを心より望みたいところです。

さて、私たち、地方衛生研究所・地方環境研究所の使命の一つは、衛生面・環境面での有害事象の原因

究明とその拡大予防、そしてそれを人々の健康維持に資することです。そのためには、最新かつ正確な知

識と技術はもちろんのこと、さらには最新鋭の機器の整備も求められます。当研究所では、ともに老朽化

している京都市衛生環境研究所との共同整備を、当研究所敷地内で行うこととし、その作業を進めている

ところです。平成28年度には、建築に先立つ埋蔵文化財調査や、敷地内にある既存車庫等の解体などが計

画され、今のところ順調に進捗しております。今後、平成29年度中には新研究所棟の建築が始まることと

なっており、研究所としての使命が将来にわたって十分に果たすことができるような研究所が建設できる

ようにしてまいりたいと思っております。今後とも、ご支援、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

　　平成29年2月

京都府保健環境研究所 所長　関本　達之
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